
丹
羽
大
使
襲
撃
犯
の
背
後
に
大
物
の
影 

 
中
国
「
愛
国
教
育
」
エ
リ
ー
ト
が…

 

泥
沼
領
土
問
題 

『
週
刊
朝
日
』
２
０
１
２
年
９
月
１
４
日
号 

  

「
隣
人
」
の
暴
走
が
止
ま
ら
な
い
。
駐
中
国
大
使
の
乗
る
車
が
、
白
昼
堂
々
と
襲
撃
さ
れ
た
前

代
未
聞
の
事
件
。
そ
の
背
景
に
は
、「
愛
国
無
罪
」
の
精
神
を
教
え
込
ま
れ
た
中
国
の
若
者
た
ち

と
、
そ
の
愛
国
教
育
を
進
め
、
権
力
闘
争
の
渦
中
で
う
ご
め
く
彼
の
国
の
実
力
者
た
ち
の
姿
が
見

え
隠
れ
す
る
。
し
た
た
か
で
傍
若
無
人
な
そ
の
態
度
に
、
日
本
は
振
り
回
さ
れ
る
し
か
な
い
の

か
。 

  

白
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
銀
の
ア
ウ
デ
ィ
が
、
パ
ッ
シ
ン
グ
と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
黒

の
ト
ヨ
タ
・
レ
ク
サ
ス
を
執
拗
に
追
っ
て
い
く
。
約
１
０
分
間
に
及
ぶ
カ
ー
チ
ェ
イ
ス
の
末
、
Ｂ

Ｍ
Ｗ
と
ア
ウ
デ
ィ
が
レ
ク
サ
ス
の
前
に
回
り
込
ん
で
急
停
止
し
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
助
手
席
か
ら
降
り

て
き
た
若
い
男
が
、
何
か
を
叫
び
な
が
ら
、
レ
ク
サ
ス
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
上
に
掲
げ
ら
れ
た
日

の
丸
の
国
旗
を
も
ぎ
取
り
、
そ
の
ま
ま
車
２
台
は
走
り
去
っ
た
。 

 

ま
る
で
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
あ
る
。 

 

８
月
２
７
日
午
後
４
時
す
ぎ
、
丹
羽
宇
一
郎
・
駐
中
国
大
使
（
７
３
）
の
乗
っ
た
公
用
車
が
、

北
京
市
郊
外
の
環
状
線
道
路
で
襲
わ
れ
る
と
い
う
事
件
は
こ
う
し
て
起
き
た
。
か
つ
て
日
本
の
大

使
の
乗
る
車
が
襲
わ
れ
、
国
旗
が
奪
わ
れ
た
例
は
な
い
。
北
京
市
内
在
住
の
日
本
人
会
社
員
は
こ

う
話
す
。 
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「
事
件
が
起
き
た
『
四
環
路
』
は
、
北
京
五
輪
が
行
わ
れ
た
競
技
場
な
ど
に
も
通
じ
る
北
京
の

交
通
の
大
動
脈
で
す
。
朝
夕
は
複
数
車
線
が
す
べ
て
渋
滞
し
ま
す
し
、
ま
さ
か
そ
こ
で
カ
ー
チ
ェ

イ
ス
だ
な
ん
て
あ
り
え
ま
せ
ん
」 

 

あ
り
え
な
い
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
の
が
、
い
ま
の
日
中
関
係
な
の
か
。
尖
閣
諸
島
へ
の
上
陸

を
め
ぐ
る
問
題
で
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
さ
な
か
の
出
来
事
で
あ
る
。
日
本
大
使
館
は
事
件
当

日
に
中
国
外
務
省
に
抗
議
。
ま
た
、
同
乗
の
大
使
館
職
員
が
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
や
、
国
旗
を
奪

っ
た
男
の
顔
を
撮
影
し
て
い
た
た
め
、
写
真
を
証
拠
と
し
て
提
出
し
、
器
物
損
壊
容
疑
で
捜
査
す

る
よ
う
要
請
し
た
。 

 

容
疑
者
特
定
の
知
ら
せ
が
中
国
側
か
ら
あ
っ
た
の
は
３
日
後
の
３
０
日
夜
の
こ
と
。
北
京
市
公

安
局
は
事
情
聴
取
し
た
男
女
４
人
に
つ
い
て
、
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
な
く
、
軽
微
な
不
法
行
為

を
対
象
に
す
る
「
治
安
管
理
処
罰
法
」
を
適
用
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
行
政
処
分

と
し
て
５
千
元
（
約
６
万
２
千
円
）
以
下
の
罰
金
か
、
１
５
日
以
下
の
拘
留
な
ど
の
処
分
が
科
せ

ら
れ
る
見
通
し
だ
。 

 

現
段
階
（
９
月
１
日
現
在
）
で
は
「
男
女
４
人
」「
実
行
犯
は
３
０
代
男
」
と
情
報
が
断
片
的

で
、
最
も
知
り
た
い
「
犯
人
像
」
が
は
っ
き
り
見
え
て
こ
な
い
。
こ
ん
な
大
そ
れ
た
犯
行
に
及
ん

だ
の
は
、
何
者
な
の
か
。 

 

中
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
働
い
た
経
験
が
あ
り
、『
２
０
１
４
年
、
中
国
は
崩
壊
す
る
』

（
扶
桑
社
新
書
）
の
著
者
で
も
あ
る
国
会
新
聞
社
編
集
次
長
の
宇
田
川
敬
介
氏
は
こ
う
話
す
。 

 

「
３
０
代
の
若
者
が
Ｂ
Ｍ
Ｗ
や
ア
ウ
デ
ィ
に
乗
る
と
い
う
の
は
不
自
然
で
す
ね
。
特
に
ア
ウ
デ

ィ
は
中
国
で
は
公
用
車
に
使
用
さ
れ
、
一
般
の
若
者
が
乗
る
車
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」 

 

日
本
の
公
用
車
で
例
え
る
な
ら
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。
中
国
で
そ
の

ク
ラ
ス
の
高
級
車
を
所
有
で
き
る
層
は
、
一
握
り
の
成
功
者
、
も
し
く
は
軍
や
共
産
党
の
高
官
、

そ
し
て
そ
の
子
女
た
ち
。
つ
ま
り
「
エ
リ
ー
ト
」
層
に
限
ら
れ
る
。 

 

ま
た
３
０
代
と
い
う
年
齢
で
わ
か
る
の
は
、
江
沢
民
（
チ
ア
ン
ツ
ォ
ー
ミ
ン
）・
前
国
家
主
席

（
８
６
）
が
１
９
９
０
年
代
半
ば
に
本
格
化
さ
せ
た
愛
国
教
育
を
受
け
て
き
た
世
代
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
刷
り
込
ま
れ
た
「
愛
国
無
罪
」
の
精
神
が
、
暴
挙
の
後
ろ
盾
と
な

っ
た
可
能
性
は
あ
る
。 

 

こ
の
襲
撃
犯
た
ち
に
対
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
に
は
、 

 

「
我
々
の
英
雄
を
守
れ
」 

 

「
政
府
は
愛
国
勇
士
を
逮
捕
す
る
な
」 

 

な
ど
と
全
面
擁
護
す
る
中
国
語
の
書
き
込
み
で
あ
ふ
れ
、
さ
ら
に
中
国
の
主
要
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
騰
訊
網
」
の
調
査
で
は
、
回
答
者
約
５
万
３
千
人
の
う
ち
８
２
％
が
、
襲
撃
を
あ
り
え
な
い

ど
こ
ろ
か
「
良
い
こ
と
」
だ
と
し
て
い
る
の
だ
。
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に
若
者
が
多
い
で
あ
ろ
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
や
は
り
「
愛
国
教
育
」
の
た
ま
も
の
な
の
か
。 

 



●
胡
錦
濤
ｖ
ｓ
．
江
沢
民
、
党
内
の
派
閥
争
い 

 
さ
て
、
在
日
中
国
大
使
館
は
事
件
に
つ
い
て
「
偶
発
的
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
う

だ
ろ
う
。
中
国
当
局
は
事
件
後
、
国
内
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
当
局
の
発
表
以
外
に
独
自
報
道
を

し
な
い
よ
う
規
制
す
る
通
達
を
出
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

中
国
の
政
府
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
の
高
洪
副
所
長
は
８
月
２
９

日
に
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
公
安
筋
の
話
と
し
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
が
つ
け
て
い
た
安
徽
（
あ
ん

き
）
省
の
ナ
ン
バ
ー
は
偽
造
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
語
っ
た
。
中
国
出
身
の
評
論
家
、
石
平

（
せ
き
へ
い
）
氏
は
こ
の
よ
う
な
見
立
て
を
示
す
。 

 

「
中
国
側
が
主
張
す
る
『
偶
発
的
』
な
事
件
で
は
な
く
、
計
画
的
犯
行
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
大
使
の
動
向
も
把
握
し
て
い
た
と
な
れ
ば
、
犯
人
は
大
使
館
関
係
者
か
政
府
関
係
者
の
ど
ち

ら
か
。
私
は
お
そ
ら
く
、
政
府
内
の
反
胡
錦
濤
（
フ
ー
チ
ン
タ
オ
）
派
に
よ
る
犯
行
だ
と
思
い
ま

す
」 

 

そ
の
根
拠
を
ひ
も
と
く
前
に
、
ま
ず
は
現
在
の
中
国
政
府
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
振
り
返
っ

て
お
き
た
い
。 

 

中
国
共
産
党
の
新
指
導
部
を
決
め
る
党
大
会
が
、
秋
に
迫
っ
て
い
る
。
胡
錦
濤
国
家
主
席
（
６

９
）
が
２
期
１
０
年
務
め
た
最
高
指
導
者
に
あ
た
る
党
総
書
記
を
退
き
、
新
総
書
記
に
習
近
平

（
シ
ー
チ
ン
ピ
ン
）
国
家
副
主
席
（
５
９
）
が
就
く
の
が
既
定
路
線
だ
。 

 

こ
の
政
権
交
代
で
動
く
人
事
を
め
ぐ
り
、
現
在
、
党
内
の
二
大
勢
力
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

る
。
胡
主
席
を
は
じ
め
と
す
る
「
共
産
主
義
青
年
団
」
出
身
者
と
、
党
の
幹
部
の
子
弟
で
つ
く
ら

れ
る
「
太
子
党
」。
太
子
党
の
バ
ッ
ク
に
は
江
前
主
席
が
つ
い
て
い
て
、
胡
錦
濤
派
と
反
胡
錦
濤
派

＝
江
沢
民
派
が
せ
め
ぎ
合
う
構
図
だ
。
そ
ん
な
中
、
江
沢
民
派
の
次
世
代
の
代
表
格
、
薄
熙
来

（
ポ
ー
シ
ー
ラ
イ
）
氏
（
６
３
）
が
失
脚
し
、
そ
の
妻
も
こ
の
８
月
、
殺
人
罪
で
執
行
猶
予
付
き

の
死
刑
判
決
に
。
結
果
、
胡
錦
濤
派
が
優
位
に
立
ち
、
人
事
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

「
胡
錦
濤
派
に
主
導
権
を
握
ら
れ
て
い
る
党
人
事
で
、
江
沢
民
派
は
巻
き
返
し
を
図
り
た
い
。

党
内
に
は
現
在
、
江
沢
民
派
の
周
永
康
（
チ
ョ
ウ
ヨ
ン
カ
ン
）
が
就
い
て
い
る
、
警
察
や
検
察
や

司
法
を
司
る
政
法
委
員
会
書
記
と
い
う
重
要
ポ
ス
ト
が
あ
る
の
で
す
が
、
胡
錦
濤
派
に
よ
る
新
人

事
で
は
こ
の
ポ
ス
ト
の
権
限
が
弱
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
阻
む
た
め
、
江
沢
民
が

周
永
康
と
企
て
て
デ
モ
や
大
使
車
襲
撃
を
仕
掛
け
、『
人
事
を
好
き
勝
手
に
す
る
な
ら
混
乱
を
大
き

く
す
る
』
と
胡
錦
濤
派
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（
石
氏
） 

 

そ
の
と
お
り
で
あ
る
な
ら
、
い
ま
起
き
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
中
国
の
新
旧
指
導
者
に
よ
る
仁

義
な
き
戦
い
だ
。 

 

一
方
、
中
国
事
情
に
詳
し
い
評
論
家
の
宮
崎
正
弘
氏
は
、
軍
部
の
関
与
を
指
摘
す
る
。 

 

「
領
土
問
題
な
ど
に
お
け
る
胡
錦
濤
の
軟
弱
外
交
路
線
に
対
す
る
反
抗
が
動
機
で
す
。
ガ
ス
抜

き
の
意
味
も
あ
る
で
し
ょ
う
」 



 

先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
安
徽
省
ナ
ン
バ
ー
が
偽
造
だ
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
胡
主

席
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
だ
と
宮
崎
氏
は
言
う
。 

 
「
胡
錦
濤
の
戸
籍
上
の
出
身
地
は
安
徽
省
で
す
。
ほ
か
に
も
次
期
首
相
候
補
の
李
克
強
（
リ
ー

コ
ー
チ
ア
ン
）
ら
同
省
出
身
者
は
多
く
、
安
徽
省
は
改
革
派
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
江
沢
民
派
の
一
人
だ
っ
た
薄
煕
来
の
妻
の
事
件
は
重
慶
市
で
起
き
た
の
に
、
裁
判
は
安

徽
省
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
胡
錦
濤
を
は
じ
め
と
し
た
『
安
徽
閥
』
の
意
向
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
も
し
安
徽
省
ナ
ン
バ
ー
が
偽
造
さ
れ
て
犯
罪
に
使
わ
れ
れ
ば
、
自
然
と
『
安
徽

閥
』
の
彼
ら
に
非
難
の
目
が
向
く
わ
け
で
す
」 

 

●
愛
国
教
育
受
け
た
世
代
が
指
導
層
に 

 

一
党
独
裁
で
厳
し
い
秩
序
を
敷
こ
う
と
す
る
中
国
共
産
党
だ
が
、
そ
の
実
、
一
枚
岩
で
は
な
い

の
だ
。
宮
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
学
生
に
よ
る
「
反
日
デ
モ
」
も
、
実
は
中
国

政
府
に
不
満
を
持
つ
「
反
政
府
デ
モ
」
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。 

 

そ
う
し
た
中
国
共
産
党
の
「
内
憂
」
か
ら
、
ま
っ
た
く
逆
の
見
方
も
あ
る
。
前
出
の
宇
田
川
氏

が
提
起
す
る
の
が
、
ズ
バ
リ
胡
錦
濤
派
“
主
犯
”
説
だ
。 

 

「
胡
錦
濤
は
こ
の
事
件
に
対
す
る
世
間
の
評
価
に
よ
っ
て
、
中
国
政
府
に
対
す
る
国
民
の
支
持

を
見
極
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
、
北
京
市
内
で
１
０
分
以
上
も
カ
ー
チ
ェ
イ

ス
が
続
く
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。
大
使
の
身
に
危
険
が
及
ん
だ
時
点
で
、
犯
人
は
公
安
当
局
に

殺
さ
れ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
公
安
当
局
は
今
回
の
“
計
画
”
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
は

ず
。
お
か
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
そ
れ
も
胡
錦
濤
か
そ
の
側
近
の
指
揮
に
よ
る
も
の
だ
と
す

れ
ば
理
屈
が
通
り
ま
す
」 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
説
で
共
通
す
る
の
は
、
襲
撃
事
件
に
は
“
中
国
指
導
部
の
意

向
”
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
測
で
あ
る
。 

 

今
回
の
事
件
が
、
こ
れ
ま
で
の
反
日
デ
モ
な
ど
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
エ
リ
ー
ト
子
弟
が
か

か
わ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
点
だ
。
愛
国
教
育
を
受
け
た
彼
ら
は
、
強
烈
な
反
日
感
情
を
抱
い
た

ま
ま
、
い
ず
れ
は
国
の
指
導
層
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
時
代
は
、
も
う
そ
こ
ま
で
き
て
い
る
の

だ
。 

 

と
こ
ろ
が
、
大
使
車
襲
撃
事
件
以
降
、
野
田
佳
彦
首
相
は
胡
主
席
宛
て
の
親
書
を
出
す
に
と
ど

ま
り
、
尖
閣
問
題
に
つ
い
て
も
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
応
を
続
け
て
い
る
。 

 

対
韓
国
に
し
て
も
同
じ
だ
。
竹
島
上
陸
、
天
皇
訪
韓
の
条
件
に
謝
罪
を
求
め
る
発
言
、
親
書
の

返
送
と
「
暴
走
」
を
続
け
る
李
明
博
（
イ
ミ
ョ
ン
バ
ク
）
大
統
領
（
７
０
）
は
、
今
度
は
慰
安
婦

問
題
で
日
本
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。
中
韓
の
反
日
姿
勢
は
、
タ
ガ
が
外
れ
た
よ
う
に
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
て
い
る
。 

 

こ
の
後
も
、
懸
念
は
増
え
る
一
方
だ
。
先
の
宮
崎
氏
は
、 



 

「
１
９
３
１
年
の
満
州
事
変
が
起
き
た
９
月
１
８
日
か
ら
、
１
０
月
に
予
定
さ
れ
る
共
産
党
大

会
ま
で
の
間
に
、
日
中
間
で
再
び
緊
張
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
」 

 
と
警
告
す
る
。 

 

こ
う
し
た
厄
介
な
「
隣
人
」
た
ち
と
付
き
合
う
た
め
に
、
日
本
は
声
を
上
げ
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
先
の
石
氏
も
「
何
も
言
わ
な
い
日
本
が
変
わ
れ
ば
、
相
手
も
変
わ
る
」
と
い

う
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
度
を
過
ぎ
た
「
愛
国
」
は
「
有
罪
」
で
あ
る
。
だ
が
、
隣
国
に
最
初
か
ら
な
め
ら

れ
る
よ
う
な
国
で
は
、
健
全
な
愛
国
心
な
ど
育
つ
は
ず
も
な
い
。（
本
誌
・
坂
井
浩
和
） 

 

■
中
国
・
韓
国
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き
（
★
は
韓
国
） 

 

２
月 

６
日 

重
慶
市
の
王
立
軍
・
副
市
長
が
四
川
省
成
都
の
米
国
総
領
事
館
に
駆
け
込
む
事

件
が
起
き
る 

 
 

 

１
４
日 

中
国
共
産
党
の
次
期
最
高
指
導
者
と
目
さ
れ
る
習
近
平
・
国
家
副
主
席
が
訪
米 

 

３
月
１
５
日 

中
国
共
産
党
が
、
重
慶
市
ト
ッ
プ
の
薄
熙
来
・
市
共
産
党
委
員
会
書
記
を
解
任

す
る
と
発
表 

 

８
月
１
０
日
★
李
明
博
大
統
領
が
、
現
職
大
統
領
と
し
て
は
じ
め
て
竹
島
に
上
陸
。
ロ
ン
ド
ン

五
輪
サ
ッ
カ
ー
男
子
の
３
位
決
定
戦
後
、
韓
国
の
パ
ク
・
チ
ョ
ン
ウ
選
手
が

「
独
島
は
我
々
の
領
土
」
と
韓
国
語
で
書
か
れ
た
紙
を
掲
げ
る 

 
 

 

１
４
日
★
李
明
博
大
統
領
が
「（
天
皇
は
）
韓
国
を
訪
問
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、（
日
本
の

植
民
地
支
配
か
ら
の
）
独
立
運
動
で
亡
く
な
っ
た
方
々
を
訪
ね
、
心
か
ら
謝
る

の
が
よ
い
と
（
日
本
側
に
）
言
っ
た
」
と
発
言 

 
 

 

１
５
日 

香
港
の
活
動
家
ら
が
尖
閣
諸
島
の
魚
釣
島
に
上
陸
。
領
海
で
停
泊
し
て
い
た
乗

組
員
と
合
わ
せ
て
計
１
４
人
を
沖
縄
県
警
と
海
保
が
出
入
国
管
理
法
違
反
容
疑

で
現
行
犯
逮
捕
。
そ
の
後
、
強
制
送
還
に 

 
 

 

１
７
日
★
外
務
省
幹
部
が
、
李
明
博
大
統
領
の
竹
島
上
陸
な
ど
に
「
遺
憾
の
意
」
を
示
し

た
野
田
首
相
の
親
書
を
韓
国
側
に
渡
す
も
、
韓
国
側
は
受
け
取
り
を
拒
否 

 
 

 

１
９
日 

日
本
人
１
０
人
が
尖
閣
諸
島
の
魚
釣
島
に
上
陸
。
浙
江
省
の
日
本
料
理
店
で
ガ

ラ
ス
が
割
ら
れ
る
な
ど
、
約
２
０
都
市
で
デ
モ
が
起
こ
る 

 
 

 

２
０
日 

薄
熙
来
・
前
重
慶
市
共
産
党
委
員
会
書
記
の
妻
で
あ
る
谷
開
来
被
告
が
、
英
国

人
実
業
家
を
毒
殺
し
た
と
し
て
２
年
の
執
行
猶
予
付
き
の
死
刑
判
決
を
受
け
る 

 
 

 

２
３
日
★
野
田
首
相
が
李
明
博
大
統
領
に
宛
て
た
親
書
を
、
韓
国
側
が
日
本
に
書
留
郵
便

で
返
却 

 
 

 

２
７
日 

北
京
で
丹
羽
宇
一
郎
駐
中
国
大
使
の
公
用
車
が
襲
撃
さ
れ
、
車
に
立
て
た
国
旗

が
奪
わ
れ
る 



 
 

 

３
０
日 

中
国
外
務
省
が
、
丹
羽
大
使
の
車
が
襲
撃
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、「
容
疑
者
を

す
べ
て
割
り
出
し
、
現
在
、
捜
査
を
進
め
て
い
る
」
と
北
京
の
日
本
大
使
館
に

通
告 

 
 

 
３
１
日 

山
口
壮
外
務
副
大
臣
が
、
野
田
首
相
の
胡
錦
濤
国
家
主
席
宛
て
の
親
書
を
中
国

側
に
手
渡
す 


